





































	 とくに物語の第 2 部の舞台である T という名の海辺にて、自分が加担してしまった叔父ジェローム















Un Barrage contre le Pacifique, Gallimard, 1950. 












（田中倫郎訳、河出書房新社、1973 年／集英社、1979 年） 
 
『ジブラルタルの水夫』 
Le Marin de Gibraltar, Gallimard, 1952. 
 	 4 作目となる、本小説はデュラスにとっての転換点だった。ラバレールによると、「1943 年から 1953
年の間、デュラスは試行錯誤していた」と述べているように、作家としてデビューしたデュラスは、
自らのスタイルを見つけられずにいたのである。 



































（田中倫郎訳、現代出版社、1969 年／河出書房新社、1972 年／集英社 1977 年） 
 
『木立の中の日々』 
Des Journées entiers dans les arbres, suivi de : « Le Boa »,  « Madame Dodin », « Les Chantiers », 
Gallimard, 1954. 
































ようになる。2 人の関係は男の「待機」に集約される。「待機」することで 2 人にしか分からないもの
が生まれ、「共犯関係」となる。 
（平岡篤頼訳、白水社、1067 年／1990 年） 
 
『辻公園』 















































として逮捕された。殺されたのは夫婦と 27 年ともに暮らしていた従妹の目の不自由な女性だった。 







（岩橋力訳、『デュラス戯曲全集 I』に収録、1969 年） 
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『夏の夜の 10 時半』 
Dix heures et demie du soir en été, Gallimard, 1960. 
	 1966 年にジュールス・ダッシンによって映画化された本作は、カップルの破局と殺人事件という２































（清岡卓行訳、筑摩書房、1970 年／工藤庸子訳、河出書房新社、2014 年） 
 
『かくも長き不在』 




















L’Après-midi de Monsieur Andesmas, Gallimard, 1962. 
	 出版されるとすぐに多くの批評家から高く評価され、同年賞（トリビューン紙）を受賞した。2004
年ミシェル・ポルトにより映画化された。 























ダンスホールから出て行こうとする 2 人を、ロルは必死に引き止める。まだロル自身が 2 人の愛の光
景を見ていたいかのように。 




（白井浩司訳、白水社、1967 年／平岡篤頼訳、河出書房新社、1997 年） 
 
『治水保林』 
Les Eaux et Forêts, in Théâtre I, Gallimard, 1965. 







（『デュラス戯曲全集 I』、三輪秀彦訳、竹内書店、1969 年） 
 
『辻公園』（戯曲） 
Le Square. Trois tableaux, in Théâtre I, Gallimard, 1965. 
小説『辻公園』は 1955 年に発表された。戯曲『辻公園』の省略版の台本は 1956 年にクロード・マ
ルタンの演出によって、そして完全版の台本は 1965 年にアラン・アストリュックの演出によって上演
された。出版に際しては、後者の完全版台本が 1965 年に出版された戯曲集の第 1 巻目に収められてい
る。 
小説同様に舞台は辻公園にあるベンチで、登場人物は 1 組の男女だけである。物語の構造や会話は













La Musica, in Théâtre I, Gallimard, 1965. 
	 1965 年に初演された一幕物の短い戯曲。ホテルのロビーである 1 人の男性ミシェル・ノレが受付か
ら電話をしようとしていると、電報を受け取ろうとする女性アンヌ＝マリ ・ーロシュが舞台に現れる。












（安堂信也訳、『デュラス戯曲全集 1』に収録、竹内書店、1969 年） 
 
『ラホールの副領事』 

























































（三輪秀彦訳、『デュラス戯曲全集 2』に収録、竹内書店、1969 年） 
 
『木立の中の日々』（戯曲） 














（安堂信也・平岡篤頼訳、『デュラス戯曲全集 II』に収録、竹内書店、1969 年） 
 
『イエス、たぶん』 
Yes, peut-être, in Théâtre II, Gallimard, 1968. 
この戯曲は 1968 年 1 月 5 日に『シャガ語』とともに初上演され、デュラス自身によって演出された
始めての作品である。おそらく核戦争後の世界と考えられるだろう SF 的設定がなされている。登場
人物たちは 2 人の女性と 1 人の男。「周囲の放射能と闘うための黒いガイガー・カウンターのような装








を 2 人は待っている。2 人の口から神の名が出ることもあるが、英語で「ゴッド」と呼ばれ、茶化さ
れている。作品全体を通じてディストピア的な世界が表現されているが、作品の最後には次の世界の
始まりを予感させる言葉で終わっている。 
（安堂信也訳、『デュラス戯曲全集 II』に収録、竹内書店、1969 年） 
 
『シャガ語』 
Le Shaga, in Théâtre II, Gallimard, 1968. 
『シャガ語』は『イエス、たぶん』と共に 1968 年 1 月 5 日にデュラスの演出によって上演された。







劇中での 3 人の会話はあいさつから始まり、そうするうちに彼らは歌い出す。B はシャガ語で歌い、
H は『カルメン』のアリアを歌い、もう 1 人の女 A もまた出来の良くない歌を歌いだし、歌で喧嘩を
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し始める。一旦は収まるものの、その後また B が歌いだし、A と H は歌が感染したように踊り出す。
この作品の中では、言葉や動作が感染力を持つかのように他の人によって繰り返される場面が何度か
見られる。それから H は、鳥に言葉を教えた話を、A は飼っていたライオンの話を始める。女 2 人は
ライオンのまねをして H に飛びかかろうとするが、最後にはまた 3 人が並んで座る。 
（安堂信也訳、『デュラス戯曲全集 II』に収録、竹内書店、1969 年） 
 
『私に会いに来た男』 













（末木利文訳、『デュラス戯曲全集 II』に収録、竹内書店、1969 年） 
 
『ヴィオルヌの犯罪』（戯曲） 






































Abahn Sabana David, Gallimard, 1970. 






































Nathalie Granger, Gallimard, 1973. 













（田中倫郎訳、『インディア・ソング／女の館』収録、白水社 1976 年／1985 年） 
 
『ガンジスの女』 























	 舞台は 1930 年代のインドのフランス大使館。大使夫人のアンヌ＝マリー・ストレッテルは多くの取
り巻きに囲まれながらも、耐えられない緩慢さのなかいた。そこにラホールで問題を起こした副領事
が大使館へと連れ戻されてきた。物語は女の声 1 と 2 で始まる。声同士は愛の物語で結ばており、さ
























Les Lieux de Marguerite Duras, avec Michelle Porte, Minuit, 1977. 
	 同名のテレビ放送ために行われた 2 本のインタビューをもとにしている。1975 年から 76 年にかけ
















Le Camion, suivi de Entretien avec Michelle Porte, Minuit, 1977. 















L’Eden cinéma, Mercure de France, 1977. 
	 1950 年に出版された初の自伝的作品『太平洋の防波堤』のストーリーを戯曲用に書き直した脚本で















Le Navire Night, Mercure de France, 1979. 
	 短いセンテンスの連なりによって綴られる小説である。最初のバージョンは「ミニュイ」誌に 1978
年に発表された。語り手の 25 才の男 J.M が、ひとつ年上の女性 F から電話で語りかけられた言葉と、
その出来事を語り手自身が思い出す言葉によって、この物語は構成されている。彼らは直接会うこと
なく 3 年の間電話によって愛を、そして欲望を分かち合うことになる。 
	 ある夜、電信電話局の当直であった J.M は、退屈のあまりいくつかの番号に電話を接続してみる。
すると F につながり、自己紹介から始まり、会話は続いていく。J.M は F に自分の電話番号を知らせ
る。夜になると F から電話がかかってくるが、最初は J.M は F の電話番号も住所も、姓すら知らない
ままである。F が直接会いたいと言い、J.M は出向くが、いつも何か理由ができて F には会えずに終
わってしまう。ある日 F が、自分は白血病であると打ち明ける。その後 F は次第に弱っていき、そし
































































Aurélia Steiner, in Le Navire Night, Mercure de France, 1979. 
デュラスには『オーレリア・シュタイナー』と名付けられた 3 つのテクストがある。それぞれ手紙
形式のもので、手紙の書き手が住む土地にちなんで、それぞれ「オーレリア・メルボルン」「オーレリ

































Aurélia Steiner, in Le Navire Night, Mercure de France, 1979. 
3 作目に『オーレリア・シュタイナー』は「オーレリア・パリ」と呼ばれる。この作品も前 2 作と






















































Les yeux verts, Cahiers du Cinéma, Editions de l’étoile, 1980 et 1987. 
1979 年、メルキュール・ド・フランス社で編集に携わっていたミシェル・クルノは、デュラスに映
画に関わるテクストを集めて出版するように提案した。この提案は最終的に、「カイエ・ド・シネマ」
















L’Été 80, Minuit, 1980. 














Outside, Albin Michel, 1981 ; P.O.L, 1984. 






































L’Homme atlantique, Minuit, 1982. 
















Savannah Bay, Minuit, 1982. 2ème édition augmentée, 1983. 


















































れていたであろうもう 1 人の自分の姿を幻視する。 
（安堂信也訳、『デュラス戯曲全集 I』に収録、竹内書店、1969 年） 
 
『アスパンの恋文』 

























でいる夫婦がこの戯曲の主人公たちである。部屋に置かれた 2 つに肘掛イスの内の 1 つに、擦り切れ
た軍服を着たエドガー大尉が座っている。もう 1 つのイスには元女優の妻アリスが何にもせぬまま座
る。物語の最初から 2 人はいがみ合い、何かにつけてお互いに言い争っている。エドガーは 1 年後に





子どもを志願兵にしようと試みたりする。クルトにも 2 人の憎しみ合いが感染したかのように 2 人を




L’Amant, Minuit, 1984. 


















La Douleur, P.O.L, 1985. 
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 6 つのテクストから成る本書は、事実とデュラスの想像が入り交じり、第 2 次世界大戦とドイツの
脅威というテーマのもとで繋がっている。表題となった『苦悩』は、ゲシュタポに捕まった当時の夫
ロベール・アンテルムが帰ってくるまでのデュラスの焦燥と憔悴の日々が日記形式で綴られる。日記














La Musica deuxième, Gallimard, 1985. 
デュラスは『ラ・ミュジカ』(1965)は作品の長さとしては短すぎると考えていた。実際、『ラ・ミュ
ジカ』は英国 BBC でのテレビ放送のために依頼されて作ったもので、デュラスにとっては理想の長さ
ではなかった。デュラスは書き改める機会を得ると、この『ラ・ミュジカ 2』を 2 部構成にした。『ラ・
ミュジカ』を手直ししより簡潔にしたものを第 1 部とし、新たに物語を第 2 部としてそこに付け加え
た。「第 1 部では離婚した夫婦がいて、まだお互いに警戒し合っている。第 2 部には恋人同士がいる」
とデュラスは語っている。 












Les Yeux bleus cheveux noirs, Minuit, 1986. 











































































La Pluie d’été, P.O.L, 1990. 













































ノワール」を訪れる。2 人はデュラスが 1979 年に発表したユダヤ人女性についての短いテクスト『テ
オドラ・カッツ』について語り合うが、その語らいはアパートから見える臨海学校の少年たちの姿へ

































Le Monde extérieur （Outside 2）, textes rassemblés par Christiane Blot-Labarrère, P.O.L, 1992. 
	 『アウトサイド』同様、デュラスが依頼されて新聞に載せた記事や手紙、序文その他文学的テクス
ト等をまとめたものである。集められたテクストは、1962 年から 1993 年までに発表されたもので、
















C’est tout, P.O.L, 1995. 
本書は 1994 年 10 月から 1995 年 8 月 1 日までの（邦訳ではデュラスの死後発見された死の 3 日前の




「ヤンのために」という言葉で始まる 1994 年 11 月 20 日の手記は「この愛人を心から愛しているマル
グリットが記す」と書かれており、この本の冒頭に置かれている。それぞれの手記は非常に短い文章
から構成されたものだが、そこでは死への恐怖または死への諦念が繰り返され、さらにヤンへの呼び
かけが幾度となく反復され、そして母への思いが蘇ってくる。そういったさまざまな感情の隆起と共
に、ひとつの書物を書くことという希望がはっきりと示されている。本書の読解から得られるものは、
ひとりの作家が死に際してどのような気持ちを抱いていたのかという感慨ではなく、自己の生涯を文
学へと生成させてしまったデュラスの意志の力強さである。 
（田中倫郎訳、河出書房新社、1996 年） 
 
 
 
